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児童のポジティブな自己理解を促すキャリア教育 

―性格特性的強みの活用と、児童認知の枠組みを広げる教師同士の対話を通して― 
元吉 佑樹（千葉市立千草台小学校） 

〔 研修先 千葉大学教育学部 〕 

≪研究の概要≫ 

本研究の目的は、児童のポジティブな自己理解を促すキャリア教育について、性格特性的強みを活用した実践

と教師同士の対話を行い、その教育効果を検証することである。第一に、先行研究を基に、児童の性格特性的強

みの自覚と活用を促すキャリア教育の授業と、省察を基にした教師同士の対話の実践を開発した。第二に、児童

を対象にした質問紙による意識調査を行った上で授業実践と教師同士の対話を実施した。第三に、再度質問紙に

よる意識調査や実践の結果から教育効果を検証した。その結果、開発した実践の有用性が示唆された。 

 

１ 問題の所在 

(1)社会的動向から 

近年、我が国の若者の自己肯定感の低さが問題となっ

ている。国際比較調査では、「自分には人に誇れる個性が

ある」「自分は他人から必要とされている」などの項目が、

６カ国中最下位となった（日本財団 2022）。国内の調査

結果では、「今の自分が好きだ」に対して年齢が高い層ほ

ど「あてはまる」と回答する割合は低くなる傾向にある

ことが明らかになった（内閣府 2023）。千葉市（2023）

では、「自分にはよいところがある。」と答える小・中学

生は、全国平均に比べて低い状況にあり、自己肯定感の

低さは本市の教育において課題の一つといえる。こうし

た状況が続く中、閣議決定された「こども政策の新たな

推進体制に関する基本方針」は、「自己肯定感や自己有用

感を高め、幸せな状態（Well-being）で成長し、社会で

活躍していけるようにすることが重要である」ことを基

本理念の一つとして掲げており（内閣官房 2022）、政策

として取り組む必要性があることが示されている。以上

の動向から、児童生徒や若者の自己肯定感を高めること

が我が国の教育においても喫緊の課題となっていること

がうかがえる。 

(2)キャリア教育の重要性と課題 

こうした状況に対して、キャリア教育の重要性はま

すます高まっている。キャリア教育のねらいは「社会

の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方

を実現していく過程」を実現する、キャリア発達であ

るとされている（文部科学省 2022）。キャリア教育は職

業観・勤労観にとどまらず、さらに他者との関わりの 

中で自分らしい生き方を探究していくための教育であ

るといえる。他方、キャリア教育で扱う基礎的・汎用

的能力については、議論の余地が示されている。藤川

ほか（2022）は、「これが強調されれば、学習者の特性

が捨象されかねないことや、具体的な職業と切り離し

て扱われやすい」と指摘し、基礎的・汎用的能力の代

替策の検討の必要性を論じている。これは、筆者がキ

ャリア教育の実践を行った際、興味関心のあることに

は突出した能力を発揮する児童に対し、基礎的・汎用

的能力に加えてさらに自己を評価できるような観点を

検討したこととも重なる。 

全ての児童が自分らしい生き方を探究していくため

に、日常生活で行っている行動の価値や、既に発揮さ

れている自己のよさに気付き、今の自分をポジティブ

に捉えることができるようになることを可能とするキ

ャリア教育の実践を開発する必要があると考えた。 

２ 研究の目的と方法 

(1)研究の目的 

 キャリア教育について、先行研究を基に性格特性的

強みを活用した授業プログラムと、省察を基にした教

師同士の対話を取り入れた実践を行い、児童のポジテ

ィブな自己理解を促すために有効であることを検証す

る。 

(2)研究の方法 

①実施手続き 

第一に、先行研究を基に、児童の性格特性的強みの

自覚と活用を促すキャリア教育の実践を開発する。第

二に、児童を対象にした質問紙による意識調査を行っ
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た上で授業と教師同士の対話を実践する。第三に、再

度質問紙による意識調査や実践の結果から、教育効果

を検証する。 

②参加協力者  

本研究は、千葉市内公立小学校の３年生３学級 70名

（男子 43名、女子 27名）および担任３名（教職１年

目男性、教職６年目女性、教職 20年目女性）を対象と

して実践を行った。また、データの欠損のない児童61

名を調査対象として分析を行った。なお、先行事例の

少ない中学年を対象とし、プログラムの実施による担

任教師の変容についても調査することとした。     

③実施期間                    

 2023年９月から 11月           

３ 研究の内容 

(1)研究主題に関する基礎的理論研究 

①自己理解能力の重要性と性格特性的強み 

基礎的・汎用的能力の一つである自己理解能力は「生

涯にわたり多様なキャリアを形成する過程において常

に深めていく必要がある。」(中央教育審議会 2011)と

いわれている。伊住ほか(2021)は、肯定的な自己理解

はキャリア教育の中核となると述べている。自己理解

能力はキャリア教育において特に重要な概念であり、

キャリア発達の基盤となるものであると考えられる。 

自己理解能力の概念について科学的に検討されてい

るものに、ポジティブ心理学の性格特性的強み 

(Character Strength:以下「強み」と表記)がある。「強

み」とは、「その人がよいパフォーマンスを発揮した

り、自己ベストを尽くしたりすることを可能にする人

の特性」（Woodほか 2011）と定義されている。「強

み」は基礎的・汎用的能力との関連も示されており、

キャリア教育で活用されている実践例も報告されてい

る。本研究では、児童が自らの「強み」を自覚し、日

常生活で活用することを通して、ポジティブな自己理

解を促すキャリア教育の実践を開発する。 

②教師の児童認知 

 近藤（1994）は、教師の要請特性（「こうあってほ

しい」という願い）と児童生徒の行動特性が適合する

か否かが、児童生徒の学級への適応に影響することを

示唆している。また、笠松・越（2007）は、「教師が

常に同一の、あるいは少数の基準で児童を認知するこ

とは評価の固定化を意味し、高く評価される児童は常

に高く、低く評価される児童は常に低く評価され続け

る状態になる」ことや、「教師の児童認知の多様性が

高い学級は、低い学級よりも児童の級友認知の多様性

も高い」と述べている。つまり、教師の児童認知が、

児童の自己や他者に対する理解にも影響しうることが

示されている。教師の児童認知の枠組みを広げる手立

てを講じることで、児童に対して実践を行う際、教師

が児童の強みを見取って価値付けするなど、ポジティ

ブな自己理解を促進するための関わりが期待される。 

学校現場では学年や近接学年等を単位にして教師が

少人数で集まり、業務内容の共有をしたり授業の計画

を立てたりする場が定期的に設けられてきた。そうし

た場は、職能開発や教師同士が支え合う関係性を作る

といった役割も担ってきた。この場を、省察を基にし

て教師同士が対話をする場として活用する。「強み」

を共通言語として、日々の教育活動における児童の姿

や教育活動を振り返り、対話によって教師が児童認知

の枠を広げ、児童のポジティブな自己理解を促進する

関わりができるようになることを狙う。 

③検証授業の検討 

ポジティブ心理学の発展に伴い、「強み」に関する研

究は数多く実施されている。本研究では、Linkins ほ

か（2015）を基にして、学級活動におけるキャリア教

育の実践を作成することとした。 

Linkinsほか（2015）は、「強み」の自覚と活用を促

すため、４つの不可欠要素を示している（［表１］）。 

［表１］四つの不可欠要素 

ア 「強み」に関する言葉や見方を発達させる 

イ 他人の「強み」を認識したり考えたりする 

ウ 自分自身の「強み」を認識し、それについて考える 

エ 「強み」を実践し、応用する 

本研究の授業実践は、これら四つの要素を反映するよ

うにして作成した。 

先行研究の課題として、「『強み』を理解する難しさ」

「『強み』を日常生活で活用する難しさ」が挙げられて

いる。本研究で対象とする小学校３年生は、先行研究
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よりも低い学齢の児童を対象とするため、これらの課

題に対して手立てが必要であると考えた。「強み」の理

解に対しては、「24 の強みリスト」と題した資料を作

成し（［資料１］）、平易な言葉を使用してそれぞれの「強

み」の特性を理解できるようにした。作成にあたって

は、伊住（2020）や足立（2020）を参考にした。 

「強み」を日常生活で活用することに対しては、活 

用場面を児童同士で伝え合うといったように、他者と 

の相互作用が発揮されるよう、話合い活動による集団

思考の機会を複数回取り入れ、「強み」と具体的な行動

とが結び付くよう手立てを取ることとした。 

 

［資料１］「24の強みリスト」より一部抜粋 

④教師の省察と対話の検討 

 教育活動において、教師の指導行動は児童の発達に

とって大きな役割を果たしている。新元・越（2022）

は、教師の承認が、「信頼関係の構築や価値観の方向付

け、さらに生徒相互の承認にも影響する」としている。

教師による承認等の指導行動は、教師自身の認知を背

景にして選択されていると考えられる。この認知の枠

組みを広げるには、省察が必要となる。省察とは、「教

師の観（子ども観、授業観、学習観、教師観など）を

捉え直す契機をもたらすもの」であり、「自らの子ども

認知に気付く行為」とされている（渡邊・越 2022）。

さらに「個人における省察だけではなく、同僚などの

他教師と語ることでより深い省察を促す」とされてお

り、同僚との協働的な省察が有効であることが示され

ている。これらのことから、本研究では、教師の指導

行動が児童のポジティブな自己理解を支えることがで

きるよう、省察を基にした対話を行う場を設定する。 

(2)事前調査の実施・分析 

①よさ（長所）に関する意識調査（９月実施） 

ア よいところに気付いた児童の割合（［資料２］） 

  

［資料２］「私は、自分のよいところに気付いている。」に対する回答 

イ 自分のよいところ（長所）に対する記述 

○記述あり…65.5％(40名)  

○記述なし…34.4％(21名) 

ウ 記述内容の分類［表２］ 

［表２］自分のよいところの分類と記述内容（抜粋） 

能力に関する記述… 

24名 

内面や行動に関する記述…

10名 

理解力が高い  

走る・走ること  

ゲームがうまい 

鬼ごっこ 勉強ができる 

ピアノ そろばんが得意  

英語が話せる など 

優しい（10名） お手伝い 

元気 頼りになる  

頑張る  

目標にチャレンジできる 

いつも笑顔 など 

 質問紙調査により、児童の自己のよさ（長所）に関

する意識調査を行った。「私は、自分のよいところに気

付いている。」という選択式の質問に対して、肯定的な

回答（あてはまる・まあまああてはまる）をした児童

は 64％であった。否定的な回答をした児童は14％であ

り、自分のよいところに気付いている児童が多いよう

に見える。一方、「あなたのよいところ（長所）はどん

なところですか。」と記述式で回答を求めた結果を見る

と、記述なしの人数が３割を超えており、［資料２］の

質問項目に対する否定的な回答の割合よりも多くの児

童が自分のよいところを具体的に記述できておらず、

児童が自己のよさに気付いているとは必ずしも言えな

い側面が見られた。 

さらに、６割ほどの児童が記述した内容を見ると、

「能力に関する記述」と「内面や行動に関する記述」

の二つに大別された。最も多かったのは能力に関する

記述で、「○○がうまい」など、学習やスポーツの技術

が高いことを自分のよさとして捉えていることがわか

った。これらのよさは意識されやすい反面、できた・

 3%(2名) 

46%(28名) 

11%(7名) 

21%(13名) 

N=61 

18%(11名) 



元吉−4 

できなかったという達成の度合いによって判断される

ものも多いため、自分よりも「できる」他者の存在を

認めた時や発達の過程でよさとして認識されづらくな

る側面をもっていると考えられる。一方、内面や行動

に関して記述した児童は、多くが「優しいこと」をよ

さとして挙げている。能力に関する記述に比べてやや

具体性に欠けることや語彙が少ないことから、内面や

行動という面ではまだ自己理解がなされていないこと

が推察される。これらを踏まえ、本研究では児童が自

己のよさを捉える際に、他者との比較によらず、内面

や普段の行動を前向きに捉えることができるようにな

ることをねらう。授業計画については、以下の通りで

ある（［表３］）。 

［表３］ 「強み」を活用した授業計画 

時数 不可欠要素 主な学習活動 

１ アイ ・「強み」について知る。 

・級友の「強み」を考える。 

常時活動：級友の強みを探して伝えるワーク(１週間) 

２ アイウ 

・ワークの振り返りをする。 

・自己の「強み」を考え、日常で活用

する「強み」を決める。 

・活用方法について考える。 

常時活動：自分の強みを探して記録するワーク(１週間) 

３ イウエ 

・ワークの振り返りをして、「強み」

を活用した際の経験について考え

る。 

・級友からフィードバックを受ける。 

・次の一週間で「強み」と活用する場

面を考える。 

常時活動：自分の強みを活用するワーク(１週間) 

４ イウエ 

・ワークの振り返りをして、活用でき

た「強み」に気付く。 

・自分の「強み」ベスト３について考

え、まとめる。 

(3)授業の実際 

ア 第１時 「強み」について知り、級友と伝え合う 

 学習の初回では、「強み」が、人にもともと備わって

いるよさを表したものであることを理解しやすくする

ため、他者のよいところを探す活動を導入とした。こ

こでは担任を例として、日々の生活の中で発揮されて

いるよさについて考える活動を通して、授業で扱う具

体的な行動をイメージできるようにした。活発に意見

が出された後、「24の強みリスト」を提示すると、児童

は早速、自分にはどのような「強み」があるのかを探

し始めた（［資料３］）。 

 

［資料３］ リストから自分の「強み」を探す児童の様子 

次に「友達の『強み』を探してみよう」と問いかけ

ると、見付けた「強み」に加えて、自分が見取った級

友の言動について具体的な姿を伝え合う様子が多くの

グループで見られた。「強み」の理解の難しさに対して、

リストと他者の行動から「強み」を探す活動が手助け

となったことがうかがえた。見付けた「強み」は、

SKYMENU 発表ノートを用いてデジタル上でカードを作

成し、送り合った（［資料４］）。 

 

［資料４］強みカード 

イ 第２時 自分の強みを考える 

 児童が自己の「強み」を見付け、それを日常生活で

活用することを考える活動を行った。日常生活で活用

する「強み」を選択し、キャリア・パスポートに「強

み」と「誰に、どのように使うか」を考えて記入する

活動を行った（［資料５］）。  

   
［資料５］ 児童が選んだ強みと活用計画 

児童が「強み」を選択する際、級友と「強み」を伝 

え合う活動や、話合い活動での集団思考によって獲得

した他者視点が重要な手立てとなった。特に話合い活

動において、自分の「強み」を見付けられない児童が、

よい行動について級友から直接伝えてもらったことで

普段の行動の価値に気付き、キャリア・パスポートに

やくそくを守ってく
れる。 

強みを選ぶ。 

具体的な姿を記
入する。 
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記入できるようになった姿が見られた。この時点にお

いては、「強み」をどのような場面で活用するかについ

て 50％（31名）の児童が記述した。 

内容を見ると「声をかける」「頑張って想像する」な

ど、やや具体性に欠ける記述が散見され、「ありがとう

と言う」「（サッカーで）ボールを最後まで追いかける」

等、すぐに行動に移すことができるような記述をして 

いる児童は、全体の27％（17名）に留まった。 

ここまでの活動により、児童に「強み」の活用場面

に対する見通しが立ってきていることがうかがえる一

方で、「強み」と具体的な行動が結び付いている児童は

まだ少ないと考えられる。そのため、「強み」の活用と

その振り返りを繰り返す過程を経ながら自覚を高めて

いく必要があると考えた。この後一週間、「強み」を活

用することを試す活動を設定した。 

イ 第３時 「強み」を日常で使う方法を考える 

事前の一週間の活動で「強み」を活用できたかどう

かを振り返り、より発揮しやすい「強み」を検討し

た。この一週間の間に、児童が「強み」を活用する姿

が担任教師より報告された（［資料６］）。

［資料６］ 教師より報告された、「強み」を活用する児童の姿 

児童が「遊び心」の内容を係活動の目的と重ねて活

用したり、道徳の授業で「全ての人が全ての強みをも

っている」という「強み」の特徴を想起して話合い活

動に活かしたりしていることがうかがえた。また、教

師も「強み」を活用して児童の行動を見取り、よさを

児童に直接伝えるようになってきた様子もうかがえた。

「普段は見えていなかった児童のよさにも目が向くよ

うになった。」と教師からの報告もあり、児童認知の枠

組みが広がってきていることが推察された。一方、ま

だ自己の「強み」をはっきりと自覚できていない児童

もいた。そのような児童の様子について担任教師と検

討すると、普段から真面目な態度で落ち着いて学校生

活を過ごしている反面、教師からはよさが見えづらく、

承認する声かけが十分にできていない児童がその傾向

にあることが推察された。そのような児童が、自己に

対する肯定的な他者視点を獲得できるような手立てを

とることが重要であると考えた（［資料７］）。 

 

［資料７］導入・カードの手立てとＡ児の記述 

上記のような児童の一人であるＡ児は、机上にプリ

ントや教科書・ノートを揃えておくなど、休み時間に

次の学習の準備をする習慣が身に付いていた。その行

動を、「全体を見通す心」と結び付けて授業の導入で取

り上げた。次に、他者から普段の行動を価値付けても

らうことで、Ａ児が自分の行動の価値に気付けるよう、

話合い活動を行った。ここでは、「強み」を印刷したカ

ードをグループに１セットずつ用意した。「いつも真剣

に話を聞いていて、『自分を管理する心』があって、す

ごいと思ったよ。」と、感情と共に「強み」を伝えられ

る経験を通して、Ａ児は級友から受け取ったカードを

眺め、「自分を管理する心」について、話を聞く時に活

用して、今やるべきことに集中しようと決めることが

できた。級友からの承認によって自己の行動に対する

価値を見いだし、「強み」の自覚へとつながることが示

された。 

エ 第４時 自分の強みベスト３を決める 

 まとめの学習活動として、児童がこれまでの活動を

振り返り、自己の「強み」ベスト３とその理由を考え、

まとめる活動を行った。まとめは SKYMENU発表ノート

を活用し、児童が選んだ「強み」のカードを貼り付け、

「強み」を活用した時の場面や行動についてデジタル

上で記入するようにした（［資料８］）。 

・なんでお笑い係をつくりたいの？と（提案した児童に）

聞いたら、「みんなを笑顔にしたい、楽しませたい。」っ

て言ってて。「遊び心」の「強み」を発揮しているなあと

（思った）。 

・道徳の授業で、（教師が、題材の主人公に対して）「自分

を管理する心」をもっていないのかな。と言ったら、（児

童が）「先生、24の「強み」って、もっていないわけじ

ゃないですよ。」って言ってて。「強み」について理解し

ているんだなって思って（いました）。 

（ ）は前後の話の流れを筆者が補足 

 

先生が話そうとしているとき 

自分を管理

する心 
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 Ｂ児は清掃活動の際、黒板を拭いた後、次の学習に

備えてチョークを並べるということを続けていた。筆

者はこの行動を強みと結び付けて第２時の導入で取り

上げた。それをきっかけとして児童は自分の行動に価

値を見いだし、「強み」として認識したことがまとめの

記述によってうかがえた。 

 

［資料８ Ｂ児が作成した強みベスト３］ 

また、級友からもらった「強み」のカードや、直接

伝えてもらった「強み」を参考にしてまとめを作成し

た児童が多く見られたことから、他者からの視点を得

ることで、自己の行動を振り返ることができ、自己理

解へとつながることがうかがえた。まとめには「先生

に褒められてうれしかった。」等の記述も見られたこと

から、級友だけでなく教師からのフィードバックも「強

み」の自覚に影響した可能性があると考えられる。 

(4)教師の省察と対話の実際 

４時間分の学級活動の合間には、週に一度の学年会

を活用して、省察を基にした教師同士の対話の場「学

び合う時間」を設けた（［表４］）。 

［表４］ 「学び合う時間」の流れ 

1 
・問い（４月からこれまで、「うまくいったこと」は
どんなことですか）について省察する。 

・対話をする。 

2 
・問い（「強み」を伝え合う活動を行ってうまくいっ
たことはどんなことですか。）について省察する。 

・対話をする。 

3 

・問い（「強み」を活用して振り返った時に、「うまく
いったこと」や「児童のよい姿」はどのようなもの
がありましたか。）について省察する。 

・対話をする。 

4 
・問い（この１か月間の中で、自身と児童にどのよう
な「変化」がありましたか）について省察する。 

・対話をする。 

省察については、久我（2010）を参考に、「省察的思

考（教師の日常的な教育活動の中で、子どもの状況の

変化について省察（気付き、分析し、解釈し）、（中略）

教育的な意図を伴った思考過程）」の抽出と、それを基

にした対話による教師の児童認知の枠組みの変容を試

みた。まず、第１回の対話の内容について、久我（2010）

で示されているように、一連の省察の過程を「気づき」、

「分析」、「解決」の段階に分け、それぞれの過程の特

徴を抽出して要約を行った。その要約を基に省察的思

考の定義付けを試みた（［表５］）。 

［表５］対話の事例と教師の省察的思考の定義 

教諭 事例（一部抜粋） 
要約(事例①②と対応)と省

察的思考の定義(③) 

C 

①毎月子どもたちが運営してい

るレクをやっていて、自分た

ちで必要なことを考え動く姿

が見え出して… 

②自分が出ない方がうまくいく

ことはいっぱいありそう。私

は褒めることに徹している。 

①集団の主体性に対する見

取り 

②個々の児童のよさを引き

出す関わり 

③個々の児童の力を引き出

し、集団の主体性を育む

ための関わり 

 

D 

①嫌なことがあったらどうした

らいいとか、どうやって伝え

たらいいとかを問い続けた。 

②その言葉はすごく嫌な気持ち

がするな、と私の（感情を）根

気よく伝えた。 

①内省を促す問いかけ 

②児童の行動に対して教師

の感情を伝える 

③問うこと・感情を伝える

ことを通して児童の内発

的変容を促す関わり 

E 

①（気になる児童と）一緒にいる

時間を少しでも長くしよう

っていう考えで（帰り道の途

中まで付いて歩くことを）や

っていた。 

②私がワンクッション挟んで、

人との関わりを勉強していけ

たらいいなと思っています。 

①気になる児童に対する個

別の関わり 

②教師との信頼関係に基づ

く児童の学び 

③流れに乗りづらく、対人

関係が気になる児童との

個別の関わり 

（ ）は前後の話の流れを筆者が補足。 

 続いて、上記で定義した省察的思考が、第２回から

第４回の対話の中でそれぞれの教師の指導行動に影響

し合っていると考えられる事例を抽出した（［表６］）。 

［表６］省察的思考を含む語りが影響し合った抽出事例 

回 事例 

 

２ 

Ｃ教諭(以下Ｃ)：前回の(対話でＥ教諭の話を聞いて)
Ｆくんと一緒に遠足に行ってみました。 
筆者：（前回の話を）生かしたってことですか？ 
Ｃ：生かした。一緒に行ったらいろんなところが見ら
れてよかったな。 

３ 

Ｄ教諭：先生(Ｃ教諭)みたいに、些細な褒めポイント
を、強みと結び付けて、具体的に子供に伝えること
(をやってみた)。(そうすることで)周りからもそうだ
よねっていう評価をもらえて、他の子もそうやって意
識していこうかなっていうのにもつながって、より多
くの子のよさも見えるようになると(思った)。 

４ 

Ｅ教諭：(第一回目のＣ教諭の話で)全体で褒めて、そ
うすると「私も」みたいな感じになるっていう(話を
聞いて)、Ｇくんが(バスに乗る時に)挨拶していたこ
とに気付いて、(それを学級全体の児童に)伝えたら、
その行動(強みを発揮すること)が広がっていく気がし
ています。 

（ ）は前後の話の流れを筆者が補足 

第２回の事例は、第１回でのＥ教諭の省察的思考に

関する語りを聞いて、Ｃ教諭の児童への関わり方が変

化したことを示している。Ｅ教諭の語りを聞いたＣ教

 

②強みの活用の仕方を書
く。 

①強みを選ぶ。 

黒板をきれいにし

ているときにチョ

ークをならべた。 

もっと自分の 

強みを知りた 

いです。 
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諭が、これまで他の教諭に任せがちであった自学級の

気になる児童との関わり方を変え、校外学習の際に共

に行動をした結果、その児童の多様な面に気付くこと

ができたと報告された。第３回、第４回についても同

様に、同僚の省察的思考に関する語りを聞いたことで

それぞれの教師の指導行動が変化していることがうか

がえる。さらに第４回の対話では、個々の児童の「強

み」を発揮する姿を見取った結果が数多く報告される

ようにもなり、教師の省察を基にした対話が指導行動

や児童認知の変容を促したことが示された。 

(3)事前・事後調査の比較と考察 

 本研究では小国ほか（2017）の作成した「強みの自

覚尺度」を用いて、事前・事後の質問紙調査を行った。

平均値の差を有意水準５％で両側検定のｔ検定により

比較した結果、天井効果が認められ、有意差はほとん

ど見られなかった。しかし、回答の数値を合計し、そ

の差を比較したところ、52％（32名）の児童に数値の

上昇が認められた。「自分のよいところ（長所）はどん

なところですか。」という記述式の問いに対する回答者

数にも事前と事後で変化が見られた（［資料９］）。 

 

［資料９］ よいところ(長所)に対する回答者数の変化 

自己のよさを表す語彙数の変容について、事前と事

後の児童の記述についてＡＩテキストマイニングで解

析し、出現頻度順で出力した結果、どの学級でも自己

のよさを表す語彙数が増えた（［資料 10］）。  

 
［資料10］ 自己のよさを表す語彙数の変化 

 本研究ではポジティブな自己理解を促すため、児童

が「強み」の活用場面を日常の中から決められること

と、自分なりの「強み」の活用方法を考えて実践でき

るようになることをねらいとしてきた。第２時から第

４時にかけて、学習が進むごとに児童の記述内容が変

化していることがうかがえた（［資料11］）。 

 

［資料11］強みの活用場面と方法についての記述 

自分のよいところ（長所）について、事後調査では

記述なしの人数が０人となり、分析対象とした全ての

児童が記述することができた。自己のよさを表す語彙

数がどの学級でも増えていることから、「24 の強みリ

スト」を活用することで、「強み」と内面や普段の行動

を結び付けて考え、自己のよさとして認識できる範囲

が広がったと考えられる。また、「強み」について、活

用場面と自分なりの活用方法について考えていること

がわかる記述をした児童の数が第４時で最も多くなっ

た。集団思考を行い、他者視点を獲得しながら自己の

「強み」を考えることができるよう、話合い活動を４

時間通して取り入れてきたことで、自己の「強み」に

注目できるようになった児童が増えたと考えられる。  

「学び合う時間」で教師が児童認知の枠組みを広げ、

児童への関わりが変化したことも、児童の変容に対す

る一つの要因として挙げられる。省察を基にした対話

により、教師同士の省察的思考がそれぞれの教育活動

に影響を及ぼし合い、児童への接し方や見取りが変化

していく様子が見られた。担任教師が「強み」に注目

し、肯定的なフィードバックを行うことは、児童が自

己の「強み」に気付く上で重要な手立てとなったこと

が推察される。事前調査では自分のよさを書くことが

できなかった児童の第４時での記述を見ると、日々の

生活の中ですでに行っている行動を「強み」と結び付

けて捉え、自己のよさとして自覚している姿が見られ

た（［資料12］）。 

0% 50% 100%

事前

事後

記述あり 記述なし

0 20 40 60 80

1組

2組

3組

事前 事後

65%(40名) 34%(21名) 

100%(61名) 

13名 31名 17名 

９名 13名 39名 

２名 ３名 

56名 

N=61 

N=61 

名 

N=61 

18文 
61文 

14文 
51 文 

34文 
47文 

文 
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［資料12］「強み」の活用場面と方法についての記述(抜粋) 

上記のような、日常の目立ちにくい行動や学習に対

する姿勢に関する記述は、事前調査のどの児童の回答

にも見られなかった内容であり、児童が自分の行動に

価値を見いだしたことが示されている。 

４ 研究のまとめ 

(1)成果 

①「強み」の自覚 

本研究から、「24 の強みリスト」の活用により、児

童が「強み」を理解し、活用する手がかりとなったこ

とがうかがえた。また、話合い活動で集団思考を継続

して行うことで、他者視点の獲得が可能となり、児童

が自己の「強み」を自覚しやすくなったと考えられる。 

②児童認知の枠組みを広げる教師同士の対話 

教師同士の対話において、省察的思考を基にしたエ

ピソードが語られることにより、教師が互いの指導行

動に影響を及ぼし合い、児童認知の枠組みが広がり、

より多くの児童の「強み」に注目したり、肯定的なフ

ィードバックができるようになったりするなど、教育

活動が変化していったことがうかがえた。こうした関

わりは、児童が自己の「強み」を自覚するために重要

な手立てとなった可能性がある。 

以上から、性格特性的強みを活用したキャリア教育

の実践と省察を基にした対話が、児童のポジティブな

自己理解を促す可能性があることが示唆された。 

(2)課題 

 本プログラムは、１か月間という限られた期間の中

で検証されたものである。しかし、先行研究が示して

いるとおり、児童のポジティブな自己理解は、実践を

継続することで持続する。今後はどの学年でも実践で

き、かつ年間を通して実践する際の計画の作成と、そ

の教育効果について検証が必要である。 

また、省察を基にした対話が教師の児童に対する関

わり方へと影響し、児童の「強み」の自覚へとつなが

っていく経緯や相関関係については、本研究では明ら

かになっていない。児童認知の枠組みが広がった教師

の指導行動にどのような変容があり、それが児童の自

己理解にどのように作用したのか、今後は詳細な検証

が必要である。
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・掃除の時間ではなくても、教室が汚れていたらごみをち

りとりで取る。（親切心） 

・算数の授業で、友達とは違う意見を探してみる。（そう

ぞうする心） 

・絵を描くときに、お手本をじーっと見てきれいに描くよ

うにする。（うつくしさを大切にする心） 

・わからない問題をできるところまで一人でやって、先生

とも一緒に解く。（ねばりづよい心） 



あいする心
分かり合ったり、思いやったりす

るかんけいを大切にします。まわ

りの人がしあわせだと、自分もう

れしいきもちになります。

親切心
だれにでも人のためによいことを

したり、めんどうを見たりしま

す。こまっている人を見たら、す

ぐに助けます。

人の気持ちがわかる心
他の人がどんなきもちでいるの

か、そうぞうすることができま

す。いろいろなせいかくの人と

じょうずにかかわります。

公平な心
人の意見は、どれも大切だと考え

ます。みんなにたいしてさべつな

どをせず、平等にかかわります。

リーダーシップ
グループが目的を達成できるよう

に考えて行動します。はげました

りたすけたりしながら、みんなと

よいかんけいをきずきます。

チームワーク
グループの一人として、やるべき

ことを一生けんめい考え、行動し

ます。自分のやくわりは、しっか

りと行います。

ゆるす心
しっぱいは自分にもあるし、だれ

にでもあると考えます。いやなこ

とをされても、しかえしはしたく

ないと考えます。

自分を管理する心
その時の気もちにまどわされず

に、今やるべきことに取り組みま

す。思いどおりにならなくても、

気もちをおちつけます。

しんちょうな心
行動する前によくかんさつした

り、おこるかもしれない問題をよ

そうしたりします。じっくり考え

てから行動します。

けんきょな心
うまくできてもえらそうにするこ

となく、すなおでしぜんな自分で

います。よいところを自然とみん

ながわかってくれる方が好きで

す。

こうき心
いろいろなことにきょうみをも

ち、「おもしろい」と感じます。

新しい発見をすることが好きで

す。

やわらかな考え
ものごとをいろいろな方向から考

えて、自分とちがう意見もしっか

り聞きます。決めつけずに「本当

にそうかな。」とよく考えます。

全体をみとおす心
ほかの人に対して、よいアドバイ

スをします。「何のためにやるの

か」を考えて行動することがとく

いです。

すすんで学ぶ心
きょうみのあることは、「もっと

知りたい。」と考えて行動しま

す。新しいことを、次から次に身

につけていくことができます。

そうぞうする心
これまでの自分にはなかった新し

い考え方をしたり、やり方をした

りします。ほかの人とはちがう考

え方ややり方が好きです。

ねばり強い心
何かをやりとげた時は、うれしい

と感じます。むずかしいことがお

きても、決めたことは最後までや

り通します。

熱心な心
なにごともちゅうとはんぱにしま

せん。勉強も遊びもスポーツも、

わくわくしながら取り組みます。

いつも元気いっぱいです。

正直な心
いつもやくそくをまもり、自分の

行動にせきにんをもちます。うそ

をつくことがきらいで、思ったこ

とは正直に話します。

勇気
みんなが「ちょっとこわい。」と

思うことでも、思い切って行動し

ます。反対されても、自分が正し

いと思うことをします。

感しゃする心
「ありがとう。」など、感しゃの

気もちを自ぜんに表すことができ

ます。「みんなのおかげ」と思う

ことがよくあります。

きぼうをもつ心
きっとよいことがおこると考えて

います。よいことが起こるよう

に、どりょくします。「なんとか

なる。」とよく思います。

うつくしさを大切にする心
きれいなものを見ると感動しま

す。山や空など、自ぜんが好きで

す。すてきな絵を見たり音楽を聞

いたりすると、わくわくします。

遊び心
みんなを笑顔にしたり、自分がわ

らったりすることが好きです。人

を楽しませることをいつも考えて

います。

しんじる心
自分のしんじることにしたがって

行動したり、しんじることを言葉

に表したりします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【２４の「強み」リスト】
ここにある「強み」は、だれもがすべてもっています。自分は、どんな「強み」をはっきしているのかな？リストを見ながら考えてみましょう。

参考：岡⼭⼤学 伊住嗣⾏先⽣作成の資料、「⾒つけて伸ばそう！⾃分の強み」2020 ⽇本ポジティブ教育協会監修 ⼩学館


